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(パ」キンソン病と多系統萎縮躍では、髄液中の脳型トランスフェリンとはーシヌクレイ|

ン値が異なるサブグループが存在する)

[目的]ヒト脳脊髄液 (CSF)中には、脳内で生合成される髄液型トランスフェリン (Tf)および血清に

由来する血清型Tfの2種類のアイソフォームが存在する。特発性正常圧水頭症(iNPH)とアルツハイマ

ー病 (AD)は認知症と脳室拡大をきたすことから、ときに鑑別診断が重要となる。われわれは以前に丑.JPH

で鎚液型Tfが減少することを見出し、髄液代謝異常を反映した結果と考えた。本研究では、 ADに加えて

各種の神経変性疾患における Tfの測定を行い、髄液型Tfの変化の有無を検討した。

[方法]対照群15，例、 AD18例、前頭側頭型認知症 (FTD)5例、進行性核上性麻捧 (PSP)7例、パー

キンソン病 (PD)73例、多系統萎縮症 (MSA)20例の CSF中のTfを測定した。 Tfの測定はクェスタン

プロット法にて行い、ブロット聞の誤差を補正するためにTfインデックス(血清型Tfl髄液型Tf)を採用

した。またPDについては CSF中のaーシヌクレインおよび CSFの代謝マーカーであるプロスタグランジ

ンD2合成酵索 (PGD2S)を酵素免疫測定法にて測定した。タワ蛋白異常により発症するAD、FTD、PSP

をタウオパチー群、rシヌクレイン蛋白異常により発症するPDとMSAをはーシヌクレイノパチー群とした。

[結果]タウオパチー群と対照群でTfインデックスに差は認めなかった。一方、 rシヌクレイノパチー群

のTfインデックスは対照群と比べて有意に高値であった。さらに日ーシヌクレイノパチー群では Tfイνデ
ックス高値群と低値群の2つのサブグループの存在が示唆された。またPDにおいて、 Tfインデックス高

値群ではTfインデックス低値群に比べて CSF中のrシヌクレインは有意に高値であったが、 PGD2S値に

差は認めなかった。

[考察】 Tfは鉄輸送蛋白質であることから、本研究で示されたrシヌクレイノパチー群における髄液型Tf

の低下は、神経細胞への異常な鉄沈着による、慢性的な酸化ストレスの結果としての神経細胞死に関連す

る可能性があると考えられた。また本研究では、且ーシヌクレイノパチー群において髄液型Tfの変化を示す

2つのサブグループの存在が示唆されたが、臨床的特徴の相違は明らかでなかった。さらに PDにおける

Tfインデックス、CSF中の町シヌクレインと PGD2Sの挙動から、このサブグループでは髄液型TfとCSF

中の且ーシヌクレインの代謝が異なることが示された。

[結論】日ーシヌクレイノパチーには髄液型Tf値が異なる 2つのサブグループが存在する。髄液型Tfはu-

シヌクレイノパチーの臨床病型やその他疾忠との鑑別マーカーになる可能性がある。
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